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5１

◆
報
告
第
１
号
　
平
成
　
年
度
野
田

２０

市
一
般
会
計
継
続
費
精
算
報
告
書
　

野
田
市
斎
場
電
気
集
塵
機
更
新
事
業

ほ
か
１
件

◆
報
告
第
３
号
　
平
成
　
年
度
野
田

２０

市
資
金
不
足
比
率
報
告
書

◆
報
告
第
４
号
　
専
決
処
分
の
報
告

◆
議
案
第
１
号
　
字
区
域
の
変
更
及

び
設
定
　
字
の
飛
地
解
消
の
た
め
、

字
区
域
の
変
更
及
び
設
定

◆
議
案
第
２
号
　
野
田
市
公
契
約
条

例
の
制
定
　
市
が
発
注
す
る
工
事
な

ど
の
請
負
業
務
に
従
事
す
る
労
働
者

の
適
正
な
賃
金
の
確
保
と
と
も
に
、

業
務
の
質
の
確
保
及
び
公
契
約
の
社

会
的
な
価
値
の
向
上
を
目
的
に
制
定

◆
議
案
第
３
号
　
野
田
市
国
民
健
康

保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
　
緊
急
の
少
子
化
対
策
と
し

て
、被
保
険
者
が
平
成
　
年
　
月
１
日

21

１０

か
ら
　
年
３
月
　
日
ま
で
の
間
に
出
産

23

31

し
た
と
き
に
支
給
す
る
出
産
育
児
一

時
金
の
支
給
額
を
４
万
円
引
き
上
げ

◆
議
案
第
４
号
　
野
田
市
自
転
車
等

駐
車
場
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
　
梅
郷
駅
利
用
者
の
自
転

車
等
の
駐
車
の
利
便
の
た
め
、
梅
郷

駅
東
口
市
営
自
転
車
等
駐
車
場
の
設

置
と
と
も
に
、
野
田
市
自
転
車
等
駐

車
場
の
使
用
料
の
見
直
し

◆
議
案
第
５
号
　
野
田
市
農
業
委
員

日
を
除
く
）行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
利
用
す
る
に
は
、　
月
５
日
か
ら

10

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
し
て
、
利
用

者
登
録
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、電
子
申
請
は
、申
請
の
み
で
、

交
付
物
の
受
領
や
手
数
料
の
納
付
の

た
め
に
、窓
口
に
お
越
し
い
た
だ
く
必
要

が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
市
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
て
申
請
や
届
出
が
で
き
る
、「
ち

ば
電
子
申
請
・
届
出
サ
ー
ビ
ス
」を
　10

月
５
日
月
９
時
か
ら
開
始
し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
窓
口
や
郵
送
で
し
か

行
え
な
か
っ
た
申
請
・
届
出
の
一
部
の

手
続
き
が
、自
宅
や
職
場
な
ど
の
パ
ソ

コ
ン
か
ら
、　
時
間
　
日（
保
守
点
検

24

365

住
民
票
や
所
得
証
明
な
　

　
ど 
の
申
請
が

　
　
　
　
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も

　
平
成
　
年
第
４
回
定
例
市
議
会
は
、
９
月
３
日
か
ら
　
日

21

29

ま
で
の
会
期
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
議
会
で
は
、
労
働

者
の
適
正
賃
金
を
確
保
す
る
た
め
の
市
独
自
の
「
公
契
約
条

例
」
の
制
定
や
、
過
密
化
解
消
の
た
め
の
学
童
保
育
所
新
設
、

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
を
含
む
補
正
予
算
案
な
ど
　
議
14

案
と
、
全
会
計
の
決
算
認
定
を
上
程
し
審
議
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
　
年
第
４
回
定
例
市
議
会

２１
  労労働働者者のの
適
正
賃

 
適
正
賃
金金
をを
確
保
確
保
すす
　
　
るる

公
契
約
条

 
公
契
約
条
例例
やや

　
    過
密
化
解

過
密
化
解
消消
のの
たた

めめ
のの 
学
童
保
育
所
新

学
童
保
育
所
新
設設
をを
含含
むむ

　
　
　
  　
　
　
  補
正
予
算
案

補
正
予
算
案
なな
　
　
どど 
　
議
案
議
案
をを
上
程
上
程

1414
◆
電
子
申
請
・
届
出
が
可
能
な
手
続

◎
市
民
課
関
係
…
住
民
票
の
写
し
、

印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付
申
請

◎
課
税
課
関
係
…
固
定
資
産
税
関
係

の
証
明
書（
評
価
・
公
課
・
記
載
事
項
）、

市
県
民
税
関
係
の
証
明
書（
非
課
税
・

住
民
税
決
定
・
所
得
）の
交
付
申
請

◎
収
税
課
関
係
…
納
税
証
明
書（
個
人
・

法
人
）、軽
自
動
車
継
続
検
査
用
の
納

税
証
明
書（
個
人
・
法
人
）の
交
付
申
請

◎
環
境
保
全
課
関
係
…
犬
の
死
亡
届
出

【
問
合
せ
】
行
政
管
理
課

（
２
面
へ
つ
づ
く
）

◆
報
告
第
２
号
　
平
成
　
年
度
野

２０

田
市
健
全
化
判
断
比
率
報
告
書

　わたしたち野田市民は、日本国憲法、地方自治法の基本理
念に則り、地域の個性を生かしながら、基本的人権を尊重し、
平和を尊ぶ野田らしいまちづくりに懸命に努力を続けている。
　日本国憲法、地方自治法施行５０周年の節目の年にあたり、
わたしたちは、両法の重要性を再認識するとともに、市民憲
章の精神、平和祈念碑の碑文の精神を育みつつ、豊かな自然
と歴史を生かした健康な文化都市を目指すために、ここに野
田市を「個性豊かなまちづくりを行う人権・平和尊重都市」
とすることを宣言する。 （平成９年５月５日）

個性豊かなまちづくりを行う
人権・平和尊重都市宣言

１０月５日か　
　 ら 

１２月開設予定の梅郷駅東口市営自転車等駐車１２月開設予定の梅郷駅東口市営自転車等駐車場場



許

会
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
　
土
地
区
ը
੔
理
事

業
の
施
行
に
൐
い
、
৽
大
ࣈ
と
し
て

ͭ
ͭ
み
野
一
ஸ
目
、
ͭ
ͭ
み
野
ೋ
ஸ

目
が
設
け
ら
れ
、
બ
ڍ
区
に
௥
Ճ

◆
議
案
第
６
号
　
野
田
市
市
民
会
館

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
　
市

民
会
館
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
及

び
公
平
性
の
確
保
の
た
め
、
貸
出
区

分
を
１
時
間
単
位
に
す
る
と
と
も
に

利
用
料
金
を
改
正

◆
議
案
第
７
号
　（
仮
称
）梅
郷
駅
東

口
市
営
自
転
車
等
駐
車
場
の
指
定
管

理
者
の
指
定
　（
仮
称
）梅
郷
駅
東
口

市
営
自
転
車
等
駐
車
場
の
指
定
管
理

者
と
し
て
、
サ
イ
カ
パ
ー
キ
ン
グ
株

式
会
社
を
指
定

◆
議
案
第
８
号
　
平
成
　
年
度
野
田

２１

市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

◆
議
案
第
９
号
　
平
成
　
年
度
野
田

２１

市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算（
第
１
号
）

◆
議
案
第
　
号
　
平
成
　
年
度
野
田

10

２１

市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

◆
議
案
第
　
号
　
平
成
　
年
度
野
田

11

２１

市
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

◆
議
案
第
　
号
　
平
成
　
年
度
野
田

12

２１

市
用
地
取
得
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

◆
議
案
第
　
号
　
平
成
　
年
度
野
田

13

２１

市
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

◆
議
案
第
　
号
　
平
成
　
年
度
野
田

14

２１

市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
１
号
）

◆
認
第
１
号
　
平
成
　
年
度
野
田
市

２０

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

◆
認
第
２
号
　
平
成
　
年
度
野
田
市

２０

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定

◆
認
第
３
号
　
平
成
　
年
度
野
田
市

２０

下
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認
定

◆
認
第
４
号
　
平
成
　
年
度
野
田
市
老

２０

人
保
健
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

◆
認
第
５
号
　
平
成
　
年
度
野
田
市
用

２０

地
取
得
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

◆
認
第
６
号
　
平
成
　
年
度
野
田
市
介

２０

護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

◆
認
第
７
号
　
平
成
　
年
度
野
田
市

２０

次
木
親
野
井
特
定
土
地
区
画
整
理
事

業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

◆
認
第
８
号
　
平
成
　
年
度
野
田
市

２０

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
認
定

◆
認
第
９
号
　
平
成
　
年
度
野
田
市

２０

水
道
事
業
決
算
認
定

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

　
野
田
市
が
、
平
成
　
、　
年
度
に

16

17

警
察
庁
か
ら
、「
地
域
安
全
活
動
パ
イ

ロ
ッ
ト
地
区
」
の
指
定
を
受
け
、
中

央
と
南
部
地
区
で
重
点
的
に
防
犯
活

動
を
行
っ
た
結
果
、
犯
罪
件
数
が
減

っ
た
こ
と
か
ら
、
各
地
で
も
自
発
的

に
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
防
犯
へ
の
機
運
を
さ
ら

に
盛
り
上
げ
、
全
市
域
の
活
動
と
し

て
い
こ
う
と
、
市
で
は
自
主
防
犯
組

織
や
防
犯
組
合
支
部
の
設
立
を
積
極

的
に
支
援
し
て
き
ま
し
た
。

警
察
官
経
験
者
が
在
所
勤
務

　
ま
た
、
平
成
　
年
　
月
に
は
、
事

18

10

件
・
事
故
の
発
生
状
況
、
人
口
・
世

帯
数
な
ど
か
ら
判
断
し
、
本
来
で
あ

れ
ば
交
番
設
置
が
望
ま
し
い
南
部
地

区（
み
ず
き
地
区
）
に
、
独
自
に
“
市

営
交
番
”
と
し
て
「
野
田
市
南
部
安

全
安
心
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」、
通
称
「
南

部
ま
め
ば
ん
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
「
南
部
ま
め
ば
ん
」
に
は
、
７
人

の
防
犯
推
進
員
（
警
察
官
経
験
者
）

が
交
代
で
勤
務
し
、
小
学
生
の
下
校

時
間
帯
な
ど
を
考
慮
し
て
、　
時
か

14

毎
日
開
所
し
て
い
ま
す
。

　
立
番
や
在
所
勤
務
を
行
っ
て
い
る

ほ
か
、
事
件
・
事
故
発
生
時
の
被
害

の
拡
大
防
止
や
、
地
域
住
民
か
ら
の

防
犯
相
談
、
迷
子
の
保
護
、
警
察
・

地
域
の
自
主
防
犯
組
織
と
の
連
携
な

ど
も
行
い
、
地
域
の
防
犯
拠
点
と
し

て
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

北
部
地
区
の
防
犯
拠
点
に

　
北
部
地
区
は
、
市
内
で
も
犯
罪
発

生
状
況
が
高
い
こ
と
や
、
交
番
が
存

在
し
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
近
年
の
住

宅
開
発
や
商
業
施
設
の
進
出
に
よ
り
、

人
口
や
世
帯
が
増
え
て
い
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
市
で
は
、第
２
の
「
ま
め
ば

ん
」
と
し
て
、「
野
田
市
北
部
安
全
安

心
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」、
通
称
「
北
部
ま

め
ば
ん
」
を
開
設
す
る
も
の
で
す
。

　
場
所
は
、地
元
か
ら
無
償
で
使
用
で

き
る
土
地
の
提
供
が
あ
っ
た
、ロ
ッ
ク

タ
ウ
ン（
七
光
台
）内
で
、　
月
１
日

10

開
設
に
向
け
、
現
在
建
設
中
で
す
。

　
な
お
、
南
部
ま
め
ば
ん
と
開
設
時

間
や
業
務
内
容
は
同
じ
で
、
防
犯
推

進
員
が
、
両
ま
め
ば
ん
に
交
代
で
勤

務
し
ま
す
。

　
市
で
は
、
北
部
ま
め
ば
ん
の
設
置

で
、
防
犯
を
よ
り
一
層
強
化
す
る
と

と
も
に
、
今
後
も
引
き
続
き
、
市
と

警
察
、
防
犯
組
合
支
部
が
連
携
を
強

化
し
、
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
を
行
っ
て

い
く
こ
と
で
、
地
域
を
見
守
る
「
防

犯
の
目
」
を
市
内
全
域
に
張
り
巡
ら

せ
、「
犯
罪
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
」
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

【
問
合
せ
】
市
民
生
活
課

　
七
光
台
地

七
光
台
地
区区
にに

　
　“
市
営
交
番

“
市
営
交
番
””「
北
部

「
北
部
ま
め
ば
ん
」

ま
め
ば
ん
」開
設
開
設

　
　
　
　
～～
　
時
か
ら

時
か
ら
　
時
ま
で

時
ま
で
毎
日
開
所

毎
日
開
所
～～
　

１４１４

１９１９

■北部まめばんの案内図
１０月１日

準備が進む「北部まめばん準備が進む「北部まめばん」」

ら
　
時
ま
で

19



距

「
手
づ
く
り
事
業
」
と
し
て
実
施
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

記
念
事
業
は
皆
さ
ん
の
手
で

　
そ
こ
で
、　
年
度
に
行
う
さ
ま
ざ

22

ま
な
「
記
念
事
業
」
の
ア
イ
デ
ア
や

Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ
ー
で
使
用
す
る
「
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
」、「
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク
」
を
募
集
し
ま
す
。

　
①
記
念
事
業
は
、　
周
年
記
念
事

60

業
と
し
て
新
た
に
実
施
す
る
も
の
か
、

従
来
か
ら
の
事
業
に
、
記
念
事
業
と

し
て
特
別
な
企
画
を
盛
り
込
ん
だ
も

の
に
限
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、法
律
上
の
問
題
が
あ
る
、

政
治
・
宗
教
・
人
権
上
問
題
が
あ
る
、

営
利
事
業
、
実
現
性
が
少
な
い
、
個

人
的
な
発
表
や
展
示
、
実
施
上
支
障

が
あ
る
な
ど
、
記
念
事
業
と
し
て
ふ

さ
わ
し
く
な
い
も
の
は
除
き
ま
す
。

　
②
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、
文
字

数
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
語
呂

が
良
く
、
心
に
残
る
よ
う
に
工
夫
し

た
、
簡
潔
な
宣
伝
文
句
を
考
え
て
く

だ
さ
い
。

　
③
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
は
、
Ａ
４
版

（
　
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
×
　
・
７
セ

21

29

ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
の
白
紙
に
、
天
地

を
明
記
し
ま
す
。
複
数
の
応
募
の
場

合
で
も
、用
紙
１
枚
に
つ
き
１
点
で
、

応
募
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
使
用
す
る
色
は
、
蛍
光
色

や
エ
ナ
メ
ル
色
な
ど
特
別
な
色
以
外

で
あ
れ
ば
自
由
で
す
が
、 糊
 な
ど
を

の
り

使
用
し
て
貼
り
付
け
、
立
体
物
に
し

た
も
の
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

応
　
募

用
紙
は
 

出
張
所
や
公
民
館
で
も

　
応
募
は
、
①
は
市
民
か
市
内
に
在

勤
・
在
学
、
市
内
を
中
心
に
活
動
す

る
団
体
の
方
で
、
締
切
り
は
　
月
　

１０

16

日
金
ま
で
、
②
③
は
市
民
か
市
内
に

在
勤
・
在
学
の
方
で
、　
月
２
日
月

11

ま
で
で
す
。

　
①
②
は
、所
定
の
応
募
申
込
書（
市

役
所
３
階
秘
書
広
報
課
、関
宿
支
所
、

各
出
張
所
、
各
公
民
館
で
配
布
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可
）で
、③
は
作
品
の
裏
面
に
必
要

事
項（
住
所
・
氏
名
・
ふ
り
が
な
・
年

齢
・
電
話
番
号
・
作
品
の
趣
旨
や
意
図

の
説
明
）を
記
入
の
う
え
、〒
　
 
８

２７８

５
５
０
野
田
市
役
所
秘
書
広
報
課
内

「
市
制
施
行
　
周
年
記
念
事
業
実
行

60

委
員
会
事
務
局
」
へ
郵
送
（
当
日
消

印
有
効
）か
、平
日
の
８
時
　
分
か
ら

30

　
時
　
分
ま
で
に
直
接
同
事
務
局
へ

17

15

ご
持
参
く
だ
さ
い
。①
②
は
、フ
ァ
ク

ス（
７
１
２
２
 
１
５
５
７
）、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
応
募
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
②
③
は
、
共
同
制
作
で
も

構
い
ま
せ
ん
。

　
た
だ
し
、
自
作
・
未
発
表
の
作
品

で
、
第
三
者
の
権
利
を
侵
害
し
な
い

も
の
に
限
り
ま
す
。

－

－

　
な
お
、
提
出
さ
れ
た
応
募
申
込
書

や
作
品
は
、
返
却
し
ま
せ
ん
。
入
選

し
た
場
合
、
作
品
の
著
作
権
は
、
市

に
帰
属
し
ま
す
。

　
応
募
作
品
は
、同
実
行
委
員
会
で
、

事
業
の
対
象
要
件
を
踏
ま
え
、
記
念

事
業
に
ふ
さ
わ
し
い
か
を
審
査
し
、

選
定
し
ま
す
。

　
な
お
、
応
募
後
、
内
容
の
調
整
や

文
書
の
提
出
を
、
お
願
い
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　
選
定
結
果
は
、　
年
２
月
ご
ろ
に

22

市
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ

す
る
予
定
で
す
。

【
問
合
せ
】
市
制
施
行
　
周
年
記
念

60

事
業
実
行
委
員
会
事
務
局
（
秘
書
広

報
課
内
）

　　
皆
さ
ん

皆
さ
ん
かか
らら

　
　
市市
制制

施施
行行 
　
周周
年年
記記
念念
事事
業業
のの
アア
イ
デ
イ
デ
アア
をを

6060

　
　
　
～
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
・
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
も
～

　
野
田
市
は
、
昭
和
　
（
１
９
５
０
）

25

年
５
月
３
日
に
市
制
を
施
行
し
、
平

成
　
年
に
は
関
宿
町
と
の
合
併
を
経

15
て
、
来
年
５
月
３
日
に
市
制
施
行
　60

周
年
を
迎
え
ま
す
。

　
今
回
の
　
周
年
記
念
事
業
は
、合
併

60

後
初
め
て
の
周
年
事
業
と
し
て
、市
民

の
皆
さ
ん
と
と
も
に
祝
い
、楽
し
く
参

加
し
な
が
ら
、
市
の
一
体
感
を
醸
成

す
る
事
業
を
実
施
し
た
い
と
考
え
、市

で
は
、「
市
制
施
行
　
周
年
記
念
事
業

60

実
行
委
員
会
」を
設
置
し
ま
し
た
。

　
同
実
行
委
員
会
で
は
、
昨
今
の
厳

し
い
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
限
ら
れ

た
財
源
の
中
で
、で
き
る
限
り
多
く
の

事
業
を
実
施
す
る
た
め
、
郷
土
の
文

化
や
歴
史
、人
材
な
ど
の
地
域
資
源
を

活
用
し
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
自
ら
の

　
野
田
市
は
、
昭
和
　
年
に
誕
生
し
、
来
年
５
月
に
市
制
施
行

25

　
周
年
を
迎
え
ま
す
。　
周
年
を
祝
う
記
念
事
業
は
、昨
今
の

60

60

厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
郷
土
の
文
化
や
歴
史
、
人
材
な

ど
の
地
域
資
源
を
活
用
し
な
が
ら
、市
民
の
皆
さ
ん
が
自
ら
作

り
あ
げ
る
「
手
づ
く
り
事
業
」で
実
施
す
る
予
定
で
す
。
そ
こ

で
皆
さ
ん
か
ら
、「
記
念
事
業
」の
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
や「
キ

ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
」、「
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
」
を
募
集
し
ま
す
。

来来年年６６００周周年を迎える「ふるさと野田年を迎える「ふるさと野田」」



鋸

距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

衆
議
院
議
員
総
選
挙
・
千
葉
県
第
７
区
の
結
果

　　　　小
選
挙
区
　
　
内
山
　　晃
　氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　当
選

　
　
比
例
代
表
　
　
斎
藤
　
健
　氏

　
市
で
は
、
郷
土
研
究
誌
『
野
田
市

史
研
究
』
第
　
号
を
、
市
史
編
さ
ん

20

担
当
、
市
内
各
図
書
館
、
郷
土
博
物

館
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

一
へ
／
関
宿
合
戦
の
諸
段
階
 
佐
竹

・
宇
都
宮
氏
の
動
向
を
中
心
に
／
関

宿
藩
牧
野
家
の
将
軍
御
成
に
つ
い
て

／
野
田
町
の
石
工
・
杉
崎
弥
八
 
そ

の
３
／
鈴
木
貫
太
郎
 
そ
の
人
と
生

涯（
上
）／
棋
士
「
渡
辺
東
一
日
記
」

を
読
む（
三
）な
ど

【
体
裁
】
Ａ
５
判
、　
ペ
ー
ジ

218

【
価
格
・
部
数
】
千
　
円
・
　
部

180

100

【
問
合
せ
】
市
史
編
さ
ん
担
当 ―

―

―

【
内
容
】座
談

会「
野
田
を
語

る
」⑰
～
将
棋

棋
士
二
代
 

関
根
金
次
郎

か
ら
渡
辺
東 ―

　
衆
議
院
議
員
総
選
挙（
小
選
挙
区
・

比
例
代
表
）
の
投
票
と
、
最
高
裁
判

所
裁
判
官
の
国
民
審
査
が
８
月
　
日
、

30

全
国
一
斉
に
行
わ
れ
、開
票
の
結
果
、

千
葉
県
第
７
区
で
は
、
小
選
挙
区
で

内
山
晃
氏
（
　
歳
）
が
、
比
例
代
表

55

で
斎
藤
健
氏
（
　
歳
）
が
当
選
し
ま

50

し
た
。

　
野
田
市
の
投
票
と
開
票
の
結
果
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

◆
小
選
挙
区
選
出
議
員
選
挙

○
当
日
有
権
者
数
１
２
７
、０
７
３
人

　
　
　
　
　
男
＝
６
３
、
５
５
５
人

　
　
　
　
　
女
＝
６
３
、
５
１
８
人

○
投
票
者
数
  　
　
７
９
、
６
４
６
人

　
　
　
　
　
男
＝
４
０
、
１
９
８
人

　
　
　
　
　
女
＝
３
９
、
４
４
８
人

○
投
票
率
　
　
　
・
　
パ
ー
セ
ン
ト

62

68

　
　
　
　
男
＝
　
・
　
パ
ー
セ
ン
ト

63

25

　
　
　
　
女
＝
　
・
　
パ
ー
セ
ン
ト

62

11

○
開
票
結
果

投
票
総
数
　
　
　
７
９
、
６
４
３
票

有
効
投
票
数
　
　
７
７
、
７
２
１
票

無
効
投
票
数
　
　
　
１
、
９
２
２
票

持
ち
帰
り
・
そ
の
他
　
　
　
　
３
票

○
候
補
者
別
得
票
数（
野
田
市
得
票
順
）

内
山
　
晃
　
　
　
３
８
、
１
２
７
票

斎
藤
　
健
　
　
　
３
２
、
７
４
８
票

上
田
　
恵
子
　
　
　
６
、
０
２
１
票

牧
野
　
正
彦
　
　
　
　
　
８
２
５
票

◆
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙

○
当
日
有
権
者
数
１
２
７
、０
７
３
人

　
　
　
　
　
男
＝
６
３
、
５
５
５
人

　
　
　
　
　
女
＝
６
３
、
５
１
８
人

○
投
票
者
数
　
　
 ７
９
、
６
１
９
人

　
　
　
　
　
男
＝
４
０
、
１
８
２
人

　
　
　
　
　
女
＝
３
９
、
４
３
７
人

○
投
票
率
　
　
　
・
　
パ
ー
セ
ン
ト

62

66

　
　
　
　
男
＝
　
・
　
パ
ー
セ
ン
ト

63

22

　
　
　
　
女
＝
　
・
　
パ
ー
セ
ン
ト

62

09

○
開
票
結
果

投
票
総
数
　
　
　
７
９
、
６
１
５
票

有
効
投
票
数
　
　
７
７
、
７
５
８
票

無
効
投
票
数
　
　
　
１
、
８
５
７
票

持
ち
帰
り
・
そ
の
他
　
　
　
　
４
票

○
党
派
別
得
票
数
（
野
田
市
得
票
順
）

民
主
党
　
　
　
　
３
２
、
６
９
８
票

自
由
民
主
党
　
　
１
９
、
７
３
０
票

公
明
党
　
　
　
　
１
０
、
１
４
６
票

日
本
共
産
党
　
　
　
４
、
７
８
２
票

社
会
民
主
党
　
　
　
４
、
２
２
６
票

み
ん
な
の
党
　
　
　
４
、
１
７
９
票

国
民
新
党
　
　
　
　
　
　
９
２
４
票

新
党
日
本
　
　
　
　
　
　
７
１
６
票

幸
福
実
現
党
　
　
　
　
　
３
５
７
票

【
問
合
せ
】選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

「
野
田
市
史
研
究
」第
　
号
を
販
売

20

　
市
で
は
、
平
成
　
年
春
発
行
予
定

22

で
、野
田
市
を
紹
介
す
る
冊
子「
市
勢

要
覧
」を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
”
野

田
の
魅
力
を
表
現
す
る
写
真
”を
募

集
し
ま
す
。

【
応
募
内
容
】
手
札
判（
Ｌ
）の
プ
リ

ン
ト
（
家
庭
用
プ
リ
ン
タ
で
写
真
用

紙
に
印
刷
し
た
も
の
も
可
）
で
、
後

で
ネ
ガ
や
電
子
デ
ー
タ
の
提
出
を
お

願
い
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
撮
影
者
・
被
写
体
と
も
に

市
民
と
し
、
写
真
は
、
応
募
者
本
人

が
撮
影
し
た
未
発
表
の
作
品
で
、
被

写
体
の
了
解
は
必
ず
得
て
く
だ
さ
い
。

デ
ジ
タ
ル
写
真
の
場
合
は
、　
万
画
素

500

以
上
で
撮
影
し
、
真
実
と
違
う
よ
う

な
画
像
処
理
を
し
て
い
な
い
も
の
に

「
野
田
の
魅
力
」を
撮
っ
た
写
真
を

サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
の
指
導
者
な
　

　
ど 
募
集

　
市
で
は
、
現
行
の
学
習
指
導
要
領

や
学
校
週
５
日
制
の
完
全
実
施
に
伴

い
、
土
曜
日
の
有
意
義
な
過
ご
し
方

の
ひ
と
つ
と
し
て
、
算
数
の
ド
リ
ル

学
習
を
中
心
に
行
う
「
サ
タ
デ
ー
ス

ク
ー
ル
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、　
月
　
日
上
か
ら
は
、
新

10

24

た
に
小
学
１
年
生
も
参
加
し
ま
す
。

　
そ
こ
で
、「
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
」

で
、
小
学
生
の
児
童
の
勉
強
を
指
導

・
支
援
を
す
る
「
指
導
者
」
と
「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
」の
方
を
募
集
し
ま
す
。

【
対
象
者
】　
歳
以
上（
高
校
生
不
可
）

18

※
教
員
免
許
状
の
有
無
は
問
わ
な
い
。

【
業
務
内
容
】学
年
に
応
じ
た
児
童
の

算
数
学
習
の
指
導
・
支
援

【
指
導
日
・
時
間
】
第
２
・
４
・
５
の

土
曜
日
で
、８
時
　
分
～
　
時
　
分

45

11

15

※
学
校
の
行
事
な
ど
で
、
中
止
と
な

る
場
合
も
あ
り
ま
す

【
場
所
】
市
内
各
小
学
校

【
期
間
】　
月
～
平
成
　
年
３
月

10

22

※
指
導
者
は
謝
礼
あ
り

【
申
込
み
・
問
合
せ
】
指
導
課

限
り
ま
す
。

　
な
お
、
写
真
は
紙
面
に
限
り
が
あ

り
ま
す
の
で
、
選
考
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

【
応
募
期
限
】　
月
　
日
鞘
ま
で
に

10

16

写
真
の
裏
面
に
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
、
撮
影
場
所
、
撮
影
日
時
を
記

入
し
た
紙
を
貼
り
、
封
書
で
〒
　
 
278

８
５
５
０
野
田
市
役
所
秘
書
広
報
課

ま
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い（
写
真
は
返

却
し
ま
せ
ん
）。

【
賞
品
】
採
用
者
に
は
、
写
真
を
掲

載
し
た
市
勢
要
覧
を
差
し
上
げ
ま
す
。

※
刊
行
物
に
は
、
氏
名
と
住
所
の
一

部
（
大
字
名
）
を
掲
載
し
、
ま
た
、

市
報
な
ど
の
市
で
発
行
す
る
冊
子
に

掲
載
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係 ―

郷土の歴史を研究した成郷土の歴史を研究した成果果



　
定
額
給
付
金
を
受
け
取
る
に
は
、

　
月
８
日
障
（
消
印
有
効
）
ま
で
に

10申
請
が
必
要
で
す
。

　
な
お
、
期
間
中
に
申
請
が
行
わ
れ

な
か
っ
た
場
合
に
は
、
辞
退
し
た
も

の
と
見
な
さ
れ
ま
す
。

　
８
月
　
日
現
在
、
給
付
が
終
了
し

31

て
い
る
対
象
世
帯
は
、　
・
２
パ
ー

95

セ
ン
ト
で
す
。

　
ま
だ
申
請
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

お
早
め
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
月
２
日
か
ら
　
　
　
　
　

10窓
口
受
付
・
現
金
給
付
も

　
な
お
、
市
で
は
、
窓
口
で
の
申
請

受
付
や
口
座
を
持
っ
て
い
な
い
方
を

対
象
に
し
た
現
金
給
付
を
、　
月
２

10

 定
額
給
付

定
額
給
付
金金
のの
申
請
申
請
はは

　
　
　
　
　
　
　
月
８
日

月
８
日
ま
で
ま
で
  　

1010

日
金
か
ら
　
月
８
日
木
ま
で
の
８
時

10

　
分
か
ら
　
時
　
分
ま
で
に
、
市
役

30

17

15

所
５
階
定
額
給
付
金
室
で
行
い
ま
す
。

　
現
金
給
付
は
、
事
前
の
予
約
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
申
請
書
の
ほ

か
に
、運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
、

健
康
保
険
証
な
ど
の
本
人
を
確
認
で

き
る
も
の
を
お
持
ち
の
う
え
、
直
接

窓
口
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
窓
口
受
付
で
の
現
金
給
付

は
、
申
請
書
に
記
載
の
あ
る
本
人
の

世
帯
内
の
方
で
も
、
代
理
で
受
給
で

き
ま
す
。

　
ま
た
、
申
請
書
の
記
載
方
法
な
ど

ご
不
明
な
点
は
、
定
額
給
付
金
室
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
定
額
給
付
金
室

漁

距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距

　
県
で
は
、　
月
を
「
３
Ｒ
推
進
月

10

間
」と
定
め
て
い
ま
す
。
３
Ｒ
と
は
、

リ
デ
ュ
ー
ス
（
廃
棄
物
の
発
生
抑

制
）
・
リ
ユ
ー
ス
（
再
利
用
）・
リ
サ

イ
ク
ル
（
再
生
利
用
）
の
頭
文
字
で
、

大
量
生
産
、
大
量
消
費
、
大
量
廃
棄

の
使
い
捨
て
社
会
か
ら
、
ご
み
を
減

ら
し
、
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
し

て
い
く
循
環
型
社
会
へ
の
転
換
を
目

的
と
し
た
運
動
で
す
。

　
市
で
も
、
３
Ｒ
推
進
月
間
に
あ
わ

せ
、
ご
み
の
減
量
化
・
再
資
源
化
を

推
進
し
よ
う
と
、　
月
　
日
上
と
　

10

24

25

日
醤
に
「
野
田
市
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ

ア
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
提
供
し
て
い

た
だ
い
た
古
本
や
音
楽
Ｃ
Ｄ
を
無
料

で
差
し
上
げ
る
「
古
本
市
」
や
、
皆

さ
ん
が
不
用
に
な
っ
た
日
用
品
な
ど

を
販
売
す
る「
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」、

ご
み
の
減
量
化
・
再
資
源
化
の
推
進

を
テ
ー
マ
に
、
小
学
４
年
生
の
「
ポ

ス
タ
ー
展
」
を
行
い
ま
す
。

◎
古
本
市
＝
　
月
　
日
上
、　
日
醤

10

24

25

幼
稚
園
な
　

　
ど 
で
　
年
度
の
入
園
児
募
集

22

◎
市
立
幼
稚
園

　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
満
４
歳
、

５
歳
（
平
成
　
年
４
月
１
日
現
在
）

22

で
、
保
護
者
も
市
内
に
居
住
し
て
い

る
幼
児
を
募
集
し
ま
す
。

【
入
園
願
書
交
付
・
受
付
】　
月
２
日

11

月
～
　
日
月（
上
・
醤
・
□祝 
を
除
く
）の
９

16

時
～
　
時
　
分
に
各
幼
稚
園
窓
口
へ

16

30

【
面
接
・
健
康
診
断
・
問
合
せ
】 
野

田
幼
稚
園
（
野
田
　
 
８
）
☎
７
１

793

２
２
 
２
４
５
０
＝
　
月
　
日
障
　

11

26

13

時
　
分
か
ら
／
関
宿
南
部
幼
稚
園

30
（
木
間
ケ
瀬
３
１
９
７
）
☎
７
１
９

８
 
２
０
７
５
＝
　
月
　
日
水
　
時

11

25

13

　
分
か
ら
／
関
宿
中
部
幼
稚
園（
桐

30ケ
作
　
 
１
）
☎
７
１
９
６
 
２
３

453

2
4
＝
　
月
８
日
火
　
時
　
分
か
ら

12

13

30

◎
公
認
私
立
幼
稚
園

　
野
田
地
区
私
立
幼
稚
園
協
会
で
は
、

市
内
９
つ
の
公
認
私
立
幼
稚
園
へ
の

入
園
児
を
募
集
し
ま
す
。

【
入
園
案
内
・
入
園
願
書
】　
月
　

10

15

日
木
か
ら
各
幼
稚
園
で
配
布

【
入
園
願
書
受
付
】　
月
１
日
日
か
ら

11

各
幼
稚
園
へ
（
期
日
以
前
の
配
布
・

受
付
は
行
い
ま
せ
ん
）

【
説
明
会
・
問
合
せ
】
関
宿
幼
稚

園
（
新
田
戸
　
）
☎
７
１
９
６
 
０

522

１
６
７
／
月
影
幼
稚
園（
中
里
　
 
492

１
）
☎
７
１
２
９
 
４
１
５
８
／
第

―

―

―

―

―

―

―

―

二
野
田
中
央
幼
稚
園
（
山
崎
２
５

５
３
）
☎
７
１
２
２
 
２
５
１
７
／

宮
崎
幼
稚
園
（
宮
崎
　
）
☎
７
１
２

97

５
 
５
７
４
３
／
野
田
中
央
幼
稚

園
（
花
井
　
）
☎
７
１
２
３
 
３
５

248

３
８
／
野
田
聖
華
幼
稚
園
（
山
崎

１
７
７
８
 
１
）
☎
７
１
２
５
 
２

３
２
５
／
野
田
北
部
幼
稚
園
（
蕃

昌
　
 
７
）
☎
７
１
２
９
 
３
９
２

336
０
／
柳
沢
幼
稚
園
（
柳
沢
　
）
☎
７

83

１
２
５
 
５
６
３
０
／
岩
木
幼
稚

園
（
五
木
　
 
５
）
☎
７
１
２
４
 

341

７
０
２
０

※
説
明
会
の
日
程
は
各
幼
稚
園
へ

◎
幼
稚
園
類
似
施
設

　
幼
稚
園
に
準
じ
た
教
育
を
行
う
、

幼
稚
園
類
似
施
設
へ
の
入
園
児
を
募

集
し
ま
す
。

▼
ひ
の
で
の
森
ほ
い
く
園（
木
野
崎

１
０
８
８
）…
入
園
案
内
・
願
書
配
布

は
、　
月
２
日
金
　
時
　
分
か
ら
、受

10

10

30

付
は
　
月
４
日
水
　
時
か
ら
、問
い
合

11

14

わ
せ
は
☎
７
１
３
８
 
１
１
５
２
へ

▼
モ
ン
テ
ッ
ソ
ー
リ
森
田
子
ど
も

の
家（
山
崎
２
５
９
５
 
２
）…
入
園

説
明
会
は
、９
月
　
日
水
　
時
と
　
月

30

10

10

　
日
水
　
時
　
分
か
ら
で
、問
い
合
わ

14

13

30

せ
は
☎
７
１
２
３
 
３
９
９
９
へ

※
保
育
所
の
　
年
度
の
入
所
受
付
は
、

22

　
年
１
月
に
開
始
予
定
で
す
。

22

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―
―

―

と
も
　
時
～
　
時
市
役
所
１
階
エ
ン

10

16

ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
で

◎
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
＝
　
月
　
日

10

25

醤
　
時
～
　
時
（
雨
天
・
悪
天
候
中

10

15

止
）
市
役
所
庁
舎
前
・
杜
の
広
場
で

◎
ポ
ス
タ
ー
展
＝
　
月
　
日
上
～
　

10

17

10

月
　
日
醤
の
９
時
～
　
時
（
最
終
日

25

19

は
　
時
ま
で
）
市
役
所
１
階
ふ
れ
あ

16
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

【
問
合
せ
】
清
掃
計
画
課

ご不用の本や音楽ＣＤの再利用を

リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
で

　
　
古
本
市
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙



禦

日
の
毎
週
木
　
時
～
正
午
野
田
公
民

10

館
で
。全
３
回
。　
歳
以
上
の
市
民
で
、

20

簡
単
な
文
章
入
力
が
で
き
、
デ
ジ
タ

ル
カ
メ
ラ
を
持
参
で
き
る
方
。　
人
23

（
抽
選
）。
テ
キ
ス
ト
代
　
円
。
申
込

500

み
は
　
月
１
日
木
必
着
で
往
復
は
が

10

き（
住
所
・
氏
名
・
☎
・
年
齢
を
明
記
）

か
直
接
返
信
用
は
が
き
を
持
参
で
〒

　
 
０
０
３
５
中
野
台
　
 
１
野
田

278

168

公
民
館
☎
７
１
２
３
 
７
８
１
８
へ

◆
小
物
作
り
教
室
　
　
月
　
日
金
　

10

16

10

時
～
正
午
総
合
福
祉
会
館
で
。
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
ホ
ル
ダ
ー
作
り
。
先
着
　20

人
。
材
料
代
　
円
。
５
号
の
か
ぎ
針

600

や
は
さ
み
、
定
規
を
持
参
。
申
込
み

は
９
月
　
日
日
～
　
日
水
に
フ
ァ
ク

20

30

ス
で
 
野
田
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協

会
☎
７
１
２
６
 
８
６
０
９
・
思
７

１
２
４
 
９
４
４
６
へ

◆
子
育
て
支
援
講
演
会
　
　
月
　
日

10

22

木
　
時
～
　
時
　
分
中
央
公
民
館

10

11

30

で
。
厚
川
ひ
ろ
み
氏
（
国
際
コ
ー
チ

連
盟
認
定
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
コ

ー
チ
）
に
よ
る
「
子
ど
も
の
生
き
る

力
を
育
て
よ
う
～
ハ
ー
ト
フ
ル
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
あ
な
た
に
～
」

と
題
し
た
講
演
。
託
児
希
望
者
（
先

着
　
人
。　
月
１
日
現
在
２
歳
以
上

10

10

の
幼
児
）
は
９
月
　
日
日
～
　
月
９

20

10

日
金
に
お
や
つ
代
　
円
を
添
え
て
直

100

接
各
子
ど
も
館
へ
、
講
演
の
み
の
方

は
前
日
ま
で
に
直
接
各
子
ど
も
館
へ

－

－

－

－

－

講
座
・
講
演
会

◆
普
通
救
命
講
習
会
　
　
月
３
日
土

10

　
時
　
分
～
　
時
　
分
関
宿
総
合
公

13

30

16

30

園
体
育
館
で
。
人
工
呼
吸
や
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
使
用
方
法
な
ど
。
受
講
後
「
普
通

救
命
講
習
修
了
証
」
を
交
付
。
市
民

か
市
内
在
勤
、
在
学（
高
校
生
以
上
）

の
方
。
先
着
　
人
。
申
込
み
は
９
月

30

　
日
日
～
　
日
水
に
直
接
同
体
育
館

20

30

☎
７
１
９
８
 
８
５
０
０
へ

◆
寺
子
屋
講
座「
仕
事
人
講
話
」　
　10

月
４
日
醤
　
時
　
分
～
　
時
　
分
市

13

30

15

30

民
会
館
で
。
渡
邊
孝
氏
（
飲
食
店
経

営
者
）
に
よ
る
「
食
べ
物
が
ま
ち
を

変
え
る
～
え
だ
豆
と
醤
油
で
全
国
に

発
信
中
」
が
テ
ー
マ
。
先
着
　
人
。

20

費
用
一
般
　
円
、
学
生
　
円
。
申
込

500

250

み
は
９
月
　
日
日
か
ら
 
野
田
文
化

20

広
場
☎
７
１
２
４
 
６
８
５
１
へ

◆
ト
ラ
ベ
ル
英
会
話
入
門
　
　
月
８

10

日
～
平
成
　
年
３
月
　
日
の
木
　
時

22

18

10

～
　
時
　
分
中
央
公
民
館
で
。
全
　

11

30

20

回
。　
人（
抽
選
）。受
講
料
１
万
千
円

20
（
テ
キ
ス
ト
代
別
途
）。申
込
み
は
９

月
　
日
月
必
着
で
往
復
は
が
き
（
住

28
所
・
氏
名
・
☎
・
年
齢
を
明
記
）
で

－

－

〒
　
 
８
５
５
０
野
田
市
役
所
企
画

278
調
整
課
内
国
際
交
流
協
会
へ
。
問
西

河
☎
７
１
２
３
 
３
８
５
５

◆
食
育
教
室
２
０
０
９
　
　
月
　
日

10

10

土
　
時
～
　
時
　
分
専
門
学
校
野
田

10

13

30

鎌
田
学
園
で
。
野
田
産
の
食
材
を
使

っ
た
餃
子
や
デ
ザ
ー
ト
づ
く
り
。
中

学
生
と
保
護
者
。
先
着
　
人
。
筆
記

40

用
具
と
上
履
き
持
参
。
申
込
み
は
９

月
　
日
木
～
　
月
９
日
金
に
同
学
園

24

10

☎
７
１
２
１
 
５
５
２
３
へ

◆
肝
臓
病
医
療
講
座
　
　
月
　
日
土

10

10

　
時
～
　
時
　
分
欅
の
ホ
ー
ル
・
小

14

16

10

ホ
ー
ル
で
。
三
上
繁
氏
（
総
合
病
院

副
院
長
）に
よ
る「
Ｃ
型
肝
炎
の
や
さ

し
い
お
話
」
と
題
し
た
講
演
や
肝
臓

病
に
関
す
る
質
問
コ
ー
ナ
ー
な
ど
。

先
着
　
人
。
当
日
会
場
受
付
。
問
千

200

葉
肝
臓
友
の
会
☎
　（
　
）７
０
５
５

047
460

◆
消
費
生
活
セ
ミ
ナ
ー
　
　
月
　
日

10

13

火
　
時
～
正
午
市
役
所
２
階
中
会
議

10
室
で
。「
生
命
保
険
・
医
療
保
険
の
活

用
・
見
直
し
ポ
イ
ン
ト
」
が
テ
ー
マ
。

先
着
　
人
。
申
込
み
は
事
前
に
市
民

50

生
活
課
へ

◆
成
人
パ
ソ
コ
ン
教
室「
デ
ジ
タ
ル
カ

メ
ラ
で
楽
し
も
う
」　
　
月
　
日
～
　

10

15

29

－

－

－

申
込
む
。
問
う
め
さ
と
子
ど
も
館
☎

７
１
２
４
 
９
１
０
６

◆
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
　
活
用
に
よ
る

２１

環
境
経
営
講
座
　
①
基
礎
講
座
…
　10

月
　
日
月
９
時
～
正
午
と
　
時
～
　

26

13

16

時
。
受
講
料
４
千
円
。
②
実
務
講
座

…
　
月
８
日
日
９
時
～
　
時
。
受
講

11

17

料
８
千
円
。
い
ず
れ
も
野
田
地
域
職

業
訓
練
セ
ン
タ
ー
で
。各
先
着
　
人
。

24

申
込
み
は
９
月
　
日
木
か
ら
事
前
に

24

電
話
予
約
の
上
、
直
接
同
セ
ン
タ
ー

☎
７
１
２
１
 
１
１
８
４
へ

イ
ベ
ン
ト

◆
子
ど
も
館「
紙
ヒ
コ
ー
キ
大
会
」　

９
月
　
日
日
８
時
　
分
～
正
午
野
田

27

30

市
ス
ポ
ー
ツ
公
園
イ
ベ
ン
ト
広
場

（
木
野
崎
）
で
。
雨
天
・
強
風
時
は

中
止
。
ヒ
コ
ー
キ
を
作
り
滞
空
時
間

を
競
う
。
小
中
学
生
。
子
ど
も
館
の

講
習
会
で
作
っ
た
ヒ
コ
ー
キ
を
持
参

す
る
か
、
当
日
会
場
で
作
製
（
材
料

費
　
円
）。申
込
み
は
９
月
　
日
金
ま

300

25

で
に
直
接
各
子
ど
も
館
へ
。
問
山
崎

子
ど
も
館
☎
７
１
２
４
 
６
７
３
９

◆
江
川
・
秋
の
タ
カ
の
渡
り
観
察
会

　
９
月
　
日
日
９
時（
株
）野
田
自
然

27

共
生
フ
ァ
ー
ム
事
務
所（
江
川
地
区
）

集
合
、　
時
解
散
予
定
。
雨
天
中
止
。

13

参
加
費
　
円
。
双
眼
鏡
や
昼
食
な
ど

200

を
持
参
。
当
日
会
場
受
付
。
問
小
瀧

☎
７
１
５
３
 
９
９
５
５

－

－

－

－

◆
音
楽
の
和（
輪
）コ
ン
サ
ー
ト
　
９

月
　
日
日
　
時
～
　
時
つ
く
し
ん
ぼ

27

13

14

い
ち
い
店
（
い
ち
い
の
ホ
ー
ル
内
）

で
。
グ
ル
ー
プ
「
紙
風
船
」
に
よ
る

オ
カ
リ
ナ
演
奏
や
手
話
コ
ー
ラ
ス
な

ど
。
当
日
会
場
へ
。
問
同
店
☎
７
１

９
８
 
７
０
４
０

◆
童
謡
の
会
　
９
月
　
日
日
　
時
　

27

13

30

分
～
　
時
　
分
市
役
所
エ
ン
ト
ラ
ン

15

30

ス
ホ
ー
ル
で
。「
赤
い
靴
」や「
青
い
目

の
人
形
」
な
ど
を
み
ん
な
で
歌
う
。

楽
譜
が
必
要
な
方
の
み
　
円
。
当
日

300

会
場
受
付
。
問
清
水
☎
７
１
２
２
 

３
９
５
１

◆
水
引
ク
ラ
ブ
作
品
展
　
９
月
　
日
28

月
～
　
月
７
日
水
８
時
　
分
～
　
時

10

30

17

　
分
（
初
日
は
正
午
か
ら
、
最
終
日

15は
　
時
ま
で
）
市
役
所
ふ
れ
あ
い
ギ

15
ャ
ラ
リ
ー
で
。
水
引
を
使
っ
た
絵
や

花
な
ど
約
　
点
。
問
福
島
☎
　（
　
）

40

048
746

６
４
３
０

◆
野
田
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
で
入
会

説
明
会
や
市
民
ハ
イ
キ
ン
グ
　
①
入

会
説
明
会
…
　
月
２
日
金
　
時
～
　

10

19

20

興
風
会
館
で
。
当
日
会
場
受
付
。
②

野
田
市
民
ハ
イ
キ
ン
グ
…
　
月
　
日

10

25

日
５
時
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
本
社
駐
車
場

集
合
、　
時
帰
着
予
定
。榛
名
山（
群

20

馬
県
）
に
登
る
。参
加
費
５
千
円
。申

込
み
は
　
月
　
日
火
必
着
で
往
復
は

10

13

が
き
（
住
所
・
氏
名
・
☎
・
年
齢
・

性
別
を
明
記
）
で
〒
　
 
０
０
３
７

278

－

－

－



魚

皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿
皿

皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿

◎老人福祉基金に…諮５６,０００円＝野田市川
間小学校昭和１４年度卒業生一同様

電
話
で
行
政
管
理
課
へ

◆
自
由
市（
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
）　

　
月
　
日
土
　
時
～
　
時
東
京
ベ
イ

10

10

10

15

信
用
金
庫
野
田
支
店
駐
車
場
で
。
雨

天
中
止
。　
区
画（
抽
選
）。
未
成
年

45

者
の
み
の
出
店
は
不
可
。
出
店
料
千

円
。
希
望
者
は
９
月
　
日
水
必
着
で

30

往
復
は
が
き
か
思
（
住
所
・
氏
名
・

☎
・
年
齢
・
出
店
品
目
を
明
記
）
で

〒
　
 
８
５
５
０
野
田
市
役
所
商
工

278
課
思
７
１
２
３
 
１
３
５
６
へ

◆「
野
田
市
産
業
祭
」工
場
見
学
会
参

加
者
　
　
月
　
日
土
、　
日
日
開
催

10

24

25

の「
野
田
市
産
業
祭
」で
①
パ
ス
コ
利

根
工
場
、②
日
本
ミ
ル
ク
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
野
田
工
場
、③
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
も
の

知
り
し
ょ
う
ゆ
館
の
見
学
会
を
各
日

３
回
開
催
。各
回
①
は
　
人
、②
は
　

40

50

人
、③
は
　
人（
抽
選
）。希
望
者
は
９

24
－

－

月
　
日
水
消
印
有
効
で
往
復
は
が
き

30
に
住
所
、氏
名
、☎
、希
望
見
学
日
・
見

学
先
、参
加
人
数（
は
が
き
１
枚
で
４

人
ま
で
）を
明
記
し
〒
　
 
０
０
３
５

278

中
野
台
　
 
１
野
田
市
産
業
祭
運
営

168

委
員
会
☎
７
１
２
２
 
３
５
８
５
へ

◆
産
業
祭
の
バ
ザ
ー
に
献
品
を
　
野

田
市
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
が
　
月
　

10

24

日
土
、　
日
日
の
バ
ザ
ー
で
販
売
す

25

る
雑
貨
な
ど
。
売
上
げ
は
知
的
障
害

の
あ
る
方
の
育
成
に
。　
月
　
日
金

10

23

ま
で
に
市
役
所
１
階
つ
く
し
ん
ぼ
へ

相
談
・
そ
の
他

◆
都
市
計
画
生
産
緑
地
地
区
の
案
縦

覧
　
９
月
　
日
木
～
　
月
８
日
木
都

24

10

市
計
画
課
で
。
野
田
都
市
計
画
生
産

緑
地
地
区
の
変
更
案
。
期
間
中
は
意

見
書
の
提
出
可
。
問
都
市
計
画
課

－

－

－

◆
野
田
市
児
童
福
祉
審
議
会
の
傍
聴

　
９
月
　
日
水
　
時
　
分
か
ら
総
合

30

10

30

福
祉
会
館
で
。
先
着
５
人
。　
時
か

10

ら
受
付
。
問
児
童
家
庭
課

◆
野
田
市
斎
場
の
空
調
設
備
更
新
工

事
　
期
間
は
　
月
１
日
木
～
平
成
　

10

22

年
１
月
　
日
日
。
工
事
内
容
に
よ
り

31

駐
車
場
の
一
部
規
制
な
ど
を
行
う
場

合
あ
り
。
問
市
民
課
、
野
田
市
斎
場

☎
７
１
２
２
 
３
０
１
７

◆
野
田
失
語
症
友
の
会
相
談
会
　
　10

月
５
日
月
　
時
　
分
～
　
時
　
分
中

13

30

15

30

央
公
民
館
で
。
失
語
症
の
本
人
と
家

族
。
当
日
会
場
受
付
。
問
成
瀬
☎
７

１
２
９
 
１
６
５
５

◆
野
田
市
人
権
施
策
推
進
協
議
会
の

傍
聴
　
　
月
６
日
火
　
時
か
ら
総
合

10

10

福
祉
会
館
で
。
先
着
５
人
。
９
時
　30

分
か
ら
受
付
。
問
人
権
施
策
推
進
課

－

－

◎
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ウ
ォ
ー
ル
講
習
会
…
　
月
４
日
日
　
時
か
ら
総
合
公
園
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ウ
ォ
ー
ル
で
。高
校
生
以
上
。月
額
使
用
料

１０

１０

市
民
千
　
円
、市
民
以
外
２
千
　
円
。当
日
会
場
受
付
。軟
ら
か
い
靴
や
印
鑑
を
持
参
。問
総
合
公
園
体
育
館
☎
７
１
２
５
 
１
１
５
５

３６０

４０

－

　現在、紙製品には、ビニール加工な
ど、利便性の高い加工が施されたものが
多くなっています。
　紙類にビニールのついたものや、加工
を施されたものは、原則として資源回収
に出すことはできません。
　ビニールをはがせるものは、はがして
から資源回収に、はがせないものは、可
燃と不燃部分の割合に応じて、可燃・不
燃のどちらかに出してください。
　それ以外に出せないものとして、卵や
果物などを保護する紙製の容器（パルプ
モールド）や、レシートなどで使われて
いる感熱紙やカーボン紙、洗剤や石けん
などのにおいのついた箱、紙コップ、ラ
ミネート加工されたアイスクリームなど
の紙製容器、金・銀色にコーティングさ
れた紙、内部がアルミニウム加工されて
いる飲料用パック類などがあります。
　さらに、再生紙を使用した飲料用パッ
ク（内側が茶色のもの）も資源回収の対
象となりませんので、可燃ごみとして出
してください。

●●犯●●罪●●発●●生●●件●●数
本年の発生件数：１,４９０件　　　  前年比（－２５２件）
空　き　巣　７１件（　－１７件）　忍び込み　１９件（－１７件）
ひったくり　６１件（　＋３９件）　　自動車盗　　３２件（－９件）
自転車盗　３０９件（　＋５３件）　車上狙い１４１件（－１２件）
そ の 他　８５７件（－２８９件）

野田警察署管内（平成２１年８月３１日現在の暫定件数）

●●交●●通（人身）●●事●●故
本年の発生件数：４８４件　　　前年比（－４２件）
死亡者　２人（－５人）　負傷者６０５人（－４１人）

野田警察署管内（平成２１年８月３１日現在）

●●火 ●●災 ●●件 ●●数
８月の発生件数：４件　　２１年累計（４６件）
建物火災　３件（２７件）　　林野火災　０件（１件）
車両火災　１件（６件）　　そ　の　他　０件（１２件）

◎
わ
が
家
の
耐
震
相
談
会
…
　
月
　
日
日
は
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
、　
月
　
日
日
は
南
部
梅
郷
公
民
館
で
。い
ず
れ

１０

１８

１０

２５

も
　
時
～
　
時
。
対
象
は
昭
和
　
年
以
前
に
建
て
ら
れ
た
木
造
住
宅
。
希
望
者
は
　
月
１
日
木
か
ら
建
築
指
導
課
へ

１３

１６

５６

１０

野
田
　
興
風
会
館
内
野
田
ハ
イ
キ
ン

250

グ
ク
ラ
ブ
へ
。
問
盛
☎
　
 
２
５
５

090

４
 
４
８
８
７

◆
ゆ
う
＆
み
い
　
①
ま
め
っ
こ
ル
ー

ム
…
　
月
６
日
火
～
平
成
　
年
３
月

10

22

２
日
火
。
全
８
回
。
来
春
２
年
保
育

入
園
予
定
の
幼
児
。
先
着
　
人
。
参

10

加
費
５
千
円
。
②
ち
び
っ
こ
ル
ー
ム

…
　
月
　
日
木
～
　
日
木
。全
４
回
。

10

15

22

来
春
３
年
保
育
入
園
予
定
の
幼
児
。

先
着
８
人
。参
加
費
２
千
円
。い
ず
れ

も
ゆ
う
＆
み
い
チ
ャ
イ
ル
ド
館
で
。

親
と
離
れ
て
友
だ
ち
と
遊
び
な
が
ら
、

入
園
の
準
備
。
申
込
み
は
９
月
　
日
24

木
か
ら
 
ゆ
う
＆
み
い
☎
７
１
２
４

 
１
３
６
７
へ

◆
北
部
将
棋
同
好
会
・
将
棋
大
会
　

　
月
　
日
日
９
時
～
　
時
北
部
公
民

10

11

16

館
で
。
先
着
　
人
。
参
加
費
千
円

50

－

－

－

（
昼
食
代
な
ど
）。申
込
み
は
　
月
１

10

日
木
～
６
日
火
に
白
井
☎
７
１
２
３

 
３
０
０
８
へ

◆
野
田
市
民
テ
ニ
ス
大
会
（
シ
ン
グ

ル
ス
）
　
　
月
　
日
～
　
月
１
日
の

10

18

11

毎
週
日
総
合
公
園
庭
球
場
で
。男
子
・

女
子
・
壮
年
男
子
。
市
民
か
市
内
在

勤
、在
学
、在
ク
ラ
ブ
の
方
。
申
込
み

は
　
月
２
日
金
ま
で
に
参
加
費
３
千

10
円
持
参
で
最
寄
り
の
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

に
申
込
む
。
問
川
間
グ
リ
ー
ン
テ
ニ

ス
ク
ラ
ブ
☎
７
１
２
９
 
１
０
５
５

募
　
集

◆
２
０
１
０
年
版
県
民
手
帳
の
予
約

　
行
事
予
定
表
や
県
内
主
要
官
公
庁

一
覧
な
ど
。
縦
　
・
５
セ
ン
チ
×
横

14

８
・
５
セ
ン
チ
（
黄
色
か
紺
色
）。　500

円
。
申
込
み
は
　
月
９
日
金
ま
で
に

10

－

－

皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿

分別③資源物（その３）
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市報のだ　第１０５２号　平成２１年９月１５日号／発行：野田市・☎◯０４ ７１２５－１１１１（内線２３７４）／編集：企画財政部秘書広報課
人口と世帯：人口＝１５７,０７８人／男＝７８,９２４人、女＝７８,１５４人／世帯数６０,８５６世帯 （Ｈ２１．９．１現在）

 杏梨 ちゃん 
あんな

（２０.６.５生）
〔羽生恵介・涼子さん（長女）・目吹〕

 先妻の子、連れ子を
　　　　養子にするには

　「外国為替証拠金取引」「海外先物取引」な
ど複雑な仕組みの金融商品を、業者の『簡単
に儲かる』という話を信じて、仕組みを理解
しないまま契約をし、大金を預けた結果、大
損したという相談が増えています。

　大きな利益を出す可能性もありますが、そ
れだけリスク（損失の可能性）も大きい商品で
あることをよく理解してください。
　利益だけを強調した勧誘を行い、リスクの
説明をしない業者がいます。十分な知識と資
力がない場合は、大変危険です。安易に取り
引きを始めることはやめましょう。
　また、内容が理解できない場合は契約をし
ないことです。困ったことがありましたら、
早めに消費生活センターにご相談ください。
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僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
僮
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トレーニングルーム
【総合公園体育館】☎７１２５－１１５５
　・２日金、７日水、１１日日…１０時～
　・４日日…１５時３０分～
【関宿総合公園体育館】☎７１９８－８５００
　・１日木、４日日、６日火…１０時～
　・４日日…１５時３０分～
リフレッシュルーム
【野田公民館】☎７１２３－７８１８
　※運動のできる服装・室内用運動靴・タオルを持参
　・３日土、７日水、１０日土
　　　　　　　　…１１時、１３時、１７時、１９時～
　

※いずれも対象は高校生以上
　月額使用料：市民１,３６０円、市民以外２,０４０円

 夏  乃  海 ちゃん ・ 
か の あ

 瑚  恋 ちゃん・ 
こ こ

 龍 くん
りい

（１７.６.２０生） （２１.５.１生） （１９.６.１２生） 
〔染谷敬一郎・絵美さん（長女・二女・長男）・小山〕

金融商品の悪質な勧誘にご注意を

鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸

殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴

　
今
年
、
新
潟
で
開
催
す
る
国
体
へ
の
出
場
を
か
け

た
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
が
、８
月
　
日
・
　
日
、関
宿
総

22

23

合
公
園
体
育
館
、総
合
公
園
体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
。

　
今
大
会
は
、来
年
　10

月
に
、野
田
市
で
開
催
す

る「
ゆ
め
半
島
千
葉
国

体
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技

会
」の
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会

も
兼
ね
た
も
の
。一
点
を

争
う
好
ゲ
ー
ム
に
、
会

場
か
ら
は
大
き
な
声
援

が
送
ら
れ
て
い
た
。

西武台千葉高校も出場し国体へ

国
体
出
場
を
か
け
て

　
　
　
　
野
田
市
で
熱
き
戦
い

　
今
春
、里
山
の
景
観
が
残
る
江
川
地
区
に
、（
株
）野

田
自
然
共
生
フ
ァ
ー
ム
が
開
設
し
た「
水
田
型
市
民
農

園
」で
、８
月
　
日
、一
般
公
募
の
参
加
者
に
よ
る
初
の

23

稲
刈
り
が
行
わ
れ
、
約

　
人
で
賑
わ
っ
た
。

200　
黄
金
色
に
染
ま
っ
た

田
ん
ぼ
の
中
を
、
鎌
を

手
に
家
族
連
れ
や
仲
間

同
士
が
、
慣
れ
な
い
手

つ
き
で
汗
を
拭
き
拭
き

稲
を
刈
り
、束
ね
て「
の

ろ
し
」に
か
け
て
い
た
。

 江
川
耕
地
は「
秋
の
気
配
」

　
　
　
市
民
農
園
で
初
の
稲
刈
り

待ちに待った収穫に喜びの声が

私たち夫婦は再婚同士
で、それぞれ１５歳未満の

子が１人います。法律上、私
と夫の先妻の子、夫と私の子
が親子と認められるには、ど
のような手続きを取ればよ
いでしょうか。
前夫婦の子とは、血が繋
がっていないことから、

養子縁組をしない限り、法的
な親子とは認められないた
め、互いに相手の子を養子と
することが必要となります。
　通常の縁組の場合、未成
年者を養子とするには、家
庭裁判所の許可と夫婦共同
で縁組の届出が必要です。

　質問の場合、夫の子が先妻
との実の子であれば、家庭
裁判所の許可は不要で、現
在の夫婦共同での縁組では
なく、妻のみとの縁組で養
子とすることができます。
　なお、届出は、養子とな
る者が１５歳未満なので、法
定代理人である親権者（夫）
が子に代わって縁組の届出
をします。さらに、親権者
とならなかった先妻が、子
を引き取って育てる監護者
となっている場合には、先
妻の同意も必要です。
　夫が妻の子を養子とする
場合も同様となります。

Ｑ

Ａ



＊
目
に
つ
く
場
所
に
貼
っ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
目
的
の
品
物
が
見
つ
か
っ
た
方
は
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、「
譲
り
ま
す
」
の
連
絡
・
交
渉
の
開
始
日
は
、
市
報
が
お
手
元
に
届
き
次
第
で

し
た
が
、
公
平
性
を
期
す
た
め
、　

日
か
ら
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

20

情
報
コ
ー
ナ
ー
の
活
用
を
　

　
あ
な
た
が
お
持
ち
の
不
用
品
も
、
こ

の
コ
ー
ナ
ー
で
も
う
一
度
活
か
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

◆
「
譲
り
ま
す
」「
譲
っ
て
く
だ
さ
い
」

の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
掲
載
方
法

①
提
供
者
（
希
望
者
）
は
、
は
が
き
で

市
に
申
し
込
む
、
②
市
で
記
入
漏
れ
が

な
い
か
審
査
、
③
市
報
に
掲
載
、
④
希

望
者
は
　
日
以
降
に
直
接
、
提
供
者
に

20

連
絡
・
交
渉
す
る
、
と
い
う
形
で
す
。

　
な
お
、
提
供
者
（
希
望
者
）
は
、
は

が
き
に
①
品
物
名
、
②
購
入
年
、
③
住

所
、
④
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
⑤
連
絡
方

法
、
⑥
金
額
（
有
償
の
場
合
は
必
ず
記

入
。「
譲
り
ま
す
」
の
価
格
応
談
は
不

可
）
を
記
入
し
て
、
〒
　
 
８
５
５
０

278
―

リ
サ
イ
ク
ル
情
報
コ
ー
ナ
ー

　

野
田
市
役
所
清
掃
計
画
課
「
リ
サ
イ
ク

ル
情
報
コ
ー
ナ
ー
」
係
へ
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。

○
不
用
品
の
引
き
取
り
は
、
提
供
者
と

希
望
者
の
間
で
、
責
任
を
持
っ
て
行
っ

て
く
だ
さ
い

【
申
込
み
締
切
日
】
毎
月
　
日
ま
で
に

20

届
い
た
も
の
は
、
翌
月
号
に
掲
載
。

【
申
込
み
・
問
合
せ
】
清
掃
計
画
課

兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜

　
月
の
ご
み
収
集
と
資
源
回
収

１０◆
ご
み
収
集
＝
　
日
月
は
収
集
し
ま
す

12

◆
資
源
回
収
＝
　
日
月
は
実
施
し
ま
す

12

【
問
合
せ
】
ご
み
収
集
は
清
掃
第
一
課

☎
７
１
３
８
 
１
０
０
１
・
関
宿
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
☎
７
１
９
６
 
０
０
２

２
／
資
源
回
収
は
清
掃
計
画
課

―

―

会
員
募
集

◎
サ
ー
ク
ル
名
（
活
動
内
容
）・
活
動
予

定
日
時
・
活
動
予
定
場
所
・
募
集
対
象

（
な
い
も
の
は
初
心
者
、
老
若
男
女
問

わ
ず
）・
会
費
（
月
は
月
会
費
、
○年 
は
年

会
費
、
○入 
は
入
会
金
）・
連
絡
先

※
市
民
サ
ー
ク
ル
の
会
員
募
集
の
コ
ー
ナ

ー
で
す
の
で
、
営
利
を
目
的
と
し
た
教
室

の
掲
載
は
お
断
り
し
て
い
ま
す
。

◆
マ
ナ
ー
と
着
付
　
毎
週
金
　
時
～
正

10

午
か
　
時
～
　
時
市
民
会
館
で
。
月
３

19

21

千
円
。
渡
辺
☎
７
１
２
２
 
０
６
３
６

◆
Ｓ
Ｌ
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
（
社
交
ダ
ン

ス
）　
毎
週
金
　
時
～
　
時
北
部
公
民

19

21

館
で
。
月
２
千
　
円
。
佐
藤
☎
　
 
５

500

080

５
４
２
 
４
２
０
８

◆
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
ス
パ
イ
ラ
ル（
社
交

ダ
ン
ス
）　
毎
週
金
　
時
～
　
時
南
コ
ミ

19

21

ュ
ニ
テ
ィ
会
館
で
。
月
５
千
円
。
○入 
千

円
。
佐
久
間
☎
７
１
２
４
 
４
５
７
０

◆
卓
球
な
ご
み
の
会
　
毎
週
鍾
上
９
時

～
正
午
福
田
体
育
館
で
。
ほ
か
の
卓
球

サ
ー
ク
ル
未
加
入
の
方
。
月
　
円
。
○入 

300

　
円
。
岡
崎
☎
７
１
２
１
 
２
７
４
５

300◆
歌
の
サ
ー
ク
ル（
カ
ラ
オ
ケ
）　
毎
月

第
２
・
４
鉦
９
時
　
分
～
正
午
堤
根
自

30

治
会
館
で
。
月
２
千
円
。
清
水
☎
７
１

２
５
 
３
７
５
４

◆
生
花
・
ア
レ
ン
ジ
サ
ー
ク
ル
　
毎
週

月
　
時
～
　
時
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館

13

16

で
。
月
２
千
円（
材
料
費
込
）。
伊
藤
☎

７
１
２
４
 
５
４
５
７

―

―

―

――

―

―

距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距

【
譲
っ
て
く
だ
さ
い
】

【
譲
り
ま
す
】

品
　
物
　
名

ア
ル
ミ
製

園
芸
三
脚

ビ
ニ
ー
ル
パ
イ

プ
温
室

振
袖
一
式

デ
ジ
タ
ル
ハ
イ

ビ
ジ
ョ
ン
液
晶

テ
レ
ビ

冷
蔵
庫

マ
ッ
サ
ー
ジ
チ

ェ
ア

カ
ラ
ー
プ
リ
ン

タ
ー
用
イ
ン
ク

カ
ー
ト
リ
ッ
ジ

子
ど
も
用
ス
カ

ー
ト

女
児
用
洋
服

化
粧
品
各
種

ブ
ラ
ウ
ン
管
テ

レ
ビ

オ
ー
ブ
ン
レ
ン
ジ

購
入
年

平
成
　10

平
成
　１８

平
成
４

平
成
　２１

不
明

不
明

平
成
　２０

不
明

平
成
　１４

不
明

希
望
金
額

４
千
円

無
料

３
万
円

２
万
５

千
円

無
料

無
料

　
円
５００　

円
３００各

千
　
円
２００

千
円
～

２
千
円

無
料

備
　
　
　
考

高
さ
３
ｍ
・
１
回
使
用

幅
　
㎝
×
奥
行
き
　
㎝
×

１００

４５

高
さ
　
㎝
・
新
品
ビ
ニ
ー
ル

１７０

カ
バ
ー
・
棚
４
枚

赤
色
系
・
バ
ッ
グ
、
帯
な
ど

付
属
品
付
き

ダ
イ
ナ
コ
ネ
ク
テ
ィ
ブ
製
・

　
イ
ン
チ
・
地
上
・
Ｂ
Ｓ
・
　

３２

１１０

度
Ｃ
Ｓ

マ
ル
マ
ン
製
・
幅
　
㎝
×
奥

４４

行
き
　
㎝
×
高
さ
　
㎝

４５

７１

フ
ジ
医
療
器
製
・
幅
　
㎝
×
奥

６８

行
き
　
㎝
×
高
さ
　
㎝
・
取

８８

１００

り
扱
い
説
明
書
あ
り

エ
プ
ソ
ン
製
・
Ｉ
Ｃ
５
Ｃ
Ｌ
　１３

Ｗ
・
１
個

サ
イ
ズ
　
㎝
・
３
点
セ
ッ
ト

１１０

①
サ
イ
ズ
　
㎝
・
　
点
セ
ッ
ト

１２０

１２

②
サ
イ
ズ
　
㎝
・
７
点
セ
ッ
ト
・

１３０

一
部
ブ
ラ
ン
ド
品
あ
り

新
品
・
エ
イ
ボ
ン
、
プ
ロ
ア
ク

テ
ィ
ブ
、
フ
ー
チ
ャ
ー
ラ
ボ
製

ソ
ニ
ー
製
・
　
イ
ン
チ

２５

東
芝
製
・
幅
　
㎝
×
奥
行
き

４５

　
㎝
×
高
さ
　
㎝

２７

３５

連
　
絡
　
先

安
江
緯
７
１
２
２
・
９
１
３
９

上
笹
緯
　
・
８
５
９
５
・
１
５

０９０

８
２

吉
田
緯
７
１
２
２
・
５
１
１
７

関
根
緯
７
１
２
７
・
３
６
３
２

平
井
緯
７
１
２
５
・
０
０
９
４
、

取
り
に
来
ら
れ
る
方

高
野
緯
７
１
２
９
・
２
４
３
４
、

取
り
に
来
ら
れ
る
方

小
山
緯
　
・
５
０
６
３
・
３
１

０８０

７
７

鈴
木
緯
７
１
９
８
・
１
０
３
２
、

取
り
に
来
ら
れ
る
方

品
　
物
　
名

北
部
中
学
校

女
子
制
服
一
式

車
椅
子

炊
飯
ジ
ャ
ー

掃
除
機

ガ
ス
コ
ン
ロ

冷
蔵
庫

ベ
ビ
ー
チ
ェ
ア

英
語
教
材

希
望
金
額

無
料

無
料
か
安
価

無
料

無
料
か
安
価

無
料
か
安
価

備
　
　
　
　
考

サ
イ
ズ
Ｌ
Ｌ
・
夏
冬
用

大
人
用
サ
イ
ズ

都
市
ガ
ス
用

　
ℓ
以
上

１６０バ
ン
ボ
製

公
文
式
・
Ｅ
マ
ス
タ
ー

連
　
　
絡
　
　
先

青
木
緯
　
・
６
１
０
６
・
６
６
８
１

０９０

池
田
緯
７
１
２
９
・
９
６
２
５

（
９
時
～
　
時
　
分
）

１６

３０

根
本
緯
　
・
１
６
５
８
・
３
０
４
２

０９０

（
　
時
～
　
時
）

１９

２０

染
谷
緯
　
・
９
８
０
８
・
４
８
１
１
、

０９０

取
り
に
伺
い
ま
す

中
野
緯
７
１
３
８
・
０
０
４
３



＊
目
に
つ
く
場
所
に
貼
っ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い

医
療
機
関
名

あ
ら
い
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

遠
藤
産
婦
人
科
医
院

門
倉
医
院

金
本
医
院

川
間
太
田
産
婦
人
科
医
院

キ
ッ
コ
ー
マ
ン
総
合
病
院

小
張
総
合
病
院

小
張
総
合
ク
リ
ニ
ッ
ク

小
張
総
合
病
院
附
属
診
療
所

杉
崎
ク
リ
ニ
ッ
ク

野
田
中
央
ク
リ
ニ
ッ
ク

野
田
中
央
病
院

野
田
病
院

野
田
南
部
診
療
所

東
葛
飾
病
院

山
崎
外
科
内
科

住
所

中
野
台
１
２
２
６

柳
沢
　２０

上
花
輪
　－

1

６２８

目
吹
１
２
９
０

岩
名
二
丁
目
７－

１

宮
崎
　１００

横
内
　－

1

２９

横
内
　－

1

２０

野
田
　５２９

宮
崎
　－

　

５６

２３

中
野
台
　２６８

二
ツ
塚
　１４８

中
里
１
５
５
４－

1

山
崎
１
７
３
７－

2

中
戸
　１３

清
水
　４１９

電
話
番
号

☎
７
１
２
２－

５
７
２
３

☎
７
１
２
４－

７
８
６
０

☎
７
１
２
４－

５
３
１
１

☎
７
１
２
２－

９
０
０
２

☎
７
１
２
７－

１
１
３
５

☎
７
１
２
３－

５
９
１
１

☎
７
１
２
４－
６
６
６
６

☎
７
１
２
６－
１
１
６
６

☎
７
１
２
２－

３
０
６
４

☎
７
１
２
５－

１
０
７
０

☎
７
１
２
２－

６
１
６
２

☎
７
１
２
２－

６
１
６
１

☎
７
１
２
７－

３
２
０
０

☎
７
１
２
１－

０
１
７
１

☎
７
１
９
６－

１
１
６
６

☎
７
１
２
２－

２
３
５
９

兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜

　
　
歳
以
上
（
職
場
や
医
療
機
関
で
受

40
け
て
い
る
方
を
除
く
）
の
市
民
を
対
象

と
し
た
結
核
・
肺
が
ん
検
診
を
、　
月
11

８
日
日
ま
で
、
各
地
区
で
実
施
し
て
い

　
結結
核核
・・
肺
が
肺
が
んん
とと

　
　
　
・・
歳
　
歳
代代
のの
乳
が
ん
検

乳
が
ん
検
診診

３０３０
４０４０

費
用
は
　
歳
～
　
歳
は
　
円
、　
歳
以

40

64

200

65

上
は
無
料
で
す
が
、
問
診
で
 喀
痰
 細
胞

か
く
た
ん

検
査
が
必
要
と
認
め
ら
れ
た
方
は
、
検

査
容
器
の
提
出
時
に
　
円
が
必
要
で
す
。

400

　
月
か
ら
は
乳
が
ん
検
診
も

１０　
ま
た
、
市
で
は
　
月
か
ら
、　
歳
代

10

30

と
　
歳
代
の
方
を
対
象
に
、
乳
が
ん
検

40
診
を
実
施
し
ま
す
。

　
受
診
券
は
、
今
月
中
に
対
象
者
へ
送

付
し
ま
す
の
で
、
時
間
な
ど
を
ご
確
認

の
う
え
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
乳
が
ん
検
診
を
受
け
た
こ
と

が
な
い
方
や
、
最
後
に
受
け
て
か
ら
３

年
以
上
過
ぎ
て
い
る
方
、
指
定
日
に
都

合
の
悪
い
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
　
歳
代
の
集
団
検
診
（
マ
ン
モ
グ
ラ

40
フ
ィ
）
は
、　
月
２
日
鞘
～
　
月
　
日

10

11

30

鉦
の
指
定
日
（
　
日
間
）
で
、
会
場
は

16

保
健
セ
ン
タ
ー
か
関
宿
保
健
セ
ン
タ
ー
、

受
付
時
間
は
９
時
～
　
時
　
分
と
　
時

10

30

13

～
　
時
　
分
、
費
用
は
　
円
で
す
。

14

30

800

　
ま
た
、　
歳
代
の
集
団
検
診
（
視
触

30

診
）
は
、　
月
　
日
鍾
～
　
日
障
は
保

10

13

15

健
セ
ン
タ
ー
、　
月
　
日
鐘
は
関
宿
保

10

21

健
セ
ン
タ
ー
で
、
受
付
時
間
は
　
時
　

13

15

分
～
　
時
、
費
用
は
　
円
で
す
。

14

300

　
な
お
、　
歳
代
の
個
別
検
診
（
視
触

30

診
）
は
、　
月
１
日
障
～
　
月
　
日
鉦
、

10

11

30

指
定
医
療
機
関
で
実
施
し
ま
す
の
で
、

診
察
日
や
受
付
時
間
は
、
各
医
療
機
関

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
そ
れ
ぞ
れ
の
が
ん
検
診
は
、
世
帯
全

員
が
市
民
税
非
課
税
の
方
や
、
生
活
保

護
受
給
者
は
、
事
前
の
申
請
で
費
用
が

免
除
さ
れ
ま
す
。

【
問
合
せ
】
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
７
１
２

５
 
１
１
８
８
、
関
宿
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
７
１
９
８
 
５
０
１
１

―

―

実
施
日

　
月
10　

月
１１

１
日
木

２
日
□金 

５
日
□月 

６
日
□火 

７
日
□水 

８
日
□木 

９
日
□金 

　
日
火

１３　
日
木

１５　
日
月

１９　
日
火

２０　
日
水

２１　
日
□木 

２２　
日
火

２７　
日
水

２８　
日
木

２９　
日
金

３０２
日
月

５
日
木

８
日
日

時
　
　
間

９
時
　
　
～
　
時
　
分

１１

３０

　
時
　
　
～
　
時

１３

１８

９
時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１１

３０

　
時
　
分
～
　
時
　
分

１３

３０

１５

３０

９
時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１１

３０

　
時
　
分
～
　
時
　
分

１３

３０

１５

３０

９
時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１１

３０

　
時
　
分
～
　
時
　
分

１３

３０

１４

３０

　
時
　
　
～
　
時

１５

１６

９
時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１１

３０

　
時
　
分
～
　
時
　
分

１３

３０

１５

３０

９
時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１１

３０

　
時
　
　
～
　
時
　
分

１３

１５

３０

９
時
　
　
～
　
時
　
分

１１

３０

　
時
　
　
～
　
時

１３

１８

９
時
　
　
～
　
時
　
分

１１

３０

　
時
　
　
～
　
時

１３

１６

９
時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１１

３０

　
時
　
分
～
　
時
　
分

１３

３０

１５

３０

９
時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１１

３０

　
時
　
分
～
　
時

１３

３０

１５

９
時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１１

３０

　
時
　
分
～
　
時
　
分

１３

３０

１４

３０

　
時
　
　
～
　
時

１５

１６

９
時
　
　
～
　
時
　
分

１１

３０

　
時
　
　
～
　
時
　
分

１３

１５

３０

９
時
　
　
～
　
時
　
分

１１

３０

　
時
　
　
～
　
時
　
分

１３

１５

３０

９
時
　
　
～
　
時
　
分

１１

３０

　
時
　
　
～
　
時

１３

１６

９
時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１１

３０

　
時
　
分
～
　
時
　
分

１３

３０

１５

３０

９
時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１１

３０

　
時
　
分
～
　
時
　
分

１３

３０

１５

３０

９
時
　
　
～
　
時
　
分

１１

３０

　
時
　
　
～
　
時

１３

１６

９
時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１１

３０

　
時
　
分
～
　
時
　
分

１３

３０

１５

３０

９
時
　
　
～
　
時
　
分

１１

３０

　
時
　
　
～
　
時

１３

１６

９
時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１１

３０

　
時
　
　
～
　
時

１３

１６

会
　
場

保
健
セ
ン
タ
ー

白
鷺
梅
郷
住
宅
自
治
会
集
会
所

野
田
梅
郷
自
治
会
館

吉
春
自
治
会
館

昌
光
会
館

福
田
公
民
館

三
ツ
堀
自
治
会
館

西
三
ケ
尾
自
治
会
館

島
会
館

西
亀
山
青
年
館

愛
宕
集
会
所（
愛
宕
神
社
）

関
宿
保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
セ
ン
タ
ー

谷
吉
会
館

七
光
台
会
館

尾
崎
六
区
自
治
会
館

東
金
野
井
自
治
会
館

船
形
中
央
会
館

小
山
自
治
会
館

船
形
下
自
治
会
館

北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

南
部
梅
郷
公
民
館

関
宿
保
健
セ
ン
タ
ー

目
吹
四
区
自
治
会
館

東
部
公
民
館

太
子
堂
自
治
会
館

今
上
下
組
自
治
会
館

保
健
セ
ン
タ
ー

岩
名
四
区
自
治
会
館

堤
台
地
区
自
治
会
事
務
所

保
健
セ
ン
タ
ー

関
宿
中
央
公
民
館

　
平
成
　
年
度
に
小
学
校
へ
入
学
す
る

22

幼
児
（
　
年
４
月
２
日
～
　
年
４
月
１

15

16

日
生
ま
れ
）
を
対
象
に
、
各
学
校
で
健

康
診
断
を
行
い
ま
す
。

　
対
象
児
の
い
る
家
庭
に
は
、
就
学
時

健
康
診
断
通
知
書
を
今
月
中
に
郵
送
し

ま
す
。

【
問
合
せ
】
学
校
教
育
課
　

入
学
予
定
者
の
就
学
時
健
康
診
断

■結核肺がん検診の日程

ま
す
。

　
９
月
分
の
日
程
は
、

８
月
　
日
号
の
「
健
康

15

ガ
イ
ド
」
か
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、受
診
券
は
す
で

に
送
付
し
て
い
ま
す
が
、

ま
だ
届
い
て
い
な
い
方

や
新
規
に
申
込
み
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
検
査
方
法
は
、
胸
部

エ
ッ
ク
ス
線
検
査
で
、

■市内指定医療機関（３０歳代の乳がん個別検診）

小
学
校
名

宮
崎

関
宿
中
央

関
宿

中
央

福
田
第
一

山
崎

七
光
台

木
間
ケ
瀬

東
部

南
部

実
施
日

　
月
６
日
火

１０　
月
７
日
水

１０　
月
　
日
水

１０

１４

　
月
　
日
金

１０

１６

　
月
　
日
金

１０

１６

　
月
　
日
金

１０

１６

　
月
　
日
金

１０

２３

　
月
　
日
金

１０

２３

　
月
　
日
月

１０

２６

　
月
　
日
火

１０

２７

受
付
時
間

　
時
　
分
～
　
時
　
　

１２

３０

１３

　
時
　
　
～
　
時
　
分

１３

１３

１５

　
時
　
　
～
　
時
　
分

１３

１３

１５

　
時
　
分
～
　
時
　
　

１２

３０

１３

　
時
　
　
～
　
時
　
分

１３

１３

２０

　
時
　
分
～
　
時
　
　

１２

４５

１３

　
時
　
分
～
　
時
　
分

１２

３０

１２

４５

　
時
　
　
～
　
時
　
分

１３

１３

３０

　
時
　
分
～
　
時
　
分

１２

５０

１３

２０

　
時
　
分
～
　
時
　
　

１２

３０

１３

小
学
校
名

福
田
第
二

柳
沢

み
ず
き

二
川

二
ツ
塚

岩
木

尾
崎

北
部

川
間

清
水
台

実
施
日

　
月
　
日
火

１０

２７

　
月
　
日
水

１０

２８

　
月
　
日
水

１０

２８

　
月
　
日
水

１０

２８

　
月
　
日
木

１０

２９

　
月
２
日
月

１１　
月
２
日
月

１１　
月
４
日
水

１１　
月
４
日
水

１１　
月
６
日
金

１１

受
付
時
間

　
時
　
分
～
　
時
　
分

１３

１５

１３

３０

　
時
　
　
～
　
時
　
分

１３

１３

２０

　
時
　
　
～
　
時
　
分

１３

１３

２０

　
時
　
分
～
　
時
５
分

１２

４０

１３

　
時
　
　
～
　
時
　
分

１３

１３

１５

　
時
　
分
～
　
時
　
　

１２

４０

１３

　
時
　
　
～
　
時
　
分

１３

１３

２０

　
時
　
分
～
　
時
　
分

１２

２０

１２

４０

　
時
　
分
～
　
時
　
分

１２

３０

１２

５０

　
時
　
分
～
　
時
　
分

１２

５０

１３

１０

　
市
で
は
、
高
齢
者
を
地
域
で
支
え
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
心
の
あ
る
市
民
の

方
を
対
象
に
、　
月
７
日
と
　
日
、　
月

10

21

11

４
日
と
　
日
、　
月
２
日
と
　
日
の
鐘
、

11

12

16

　
時
　
分
～
　
時
　
分
、
保
健
セ
ン
タ

13

30

15

30

ー
で
、
介
護
予
防
の
理
論
や
知
識
・
サ

ポ
ー
タ
ー
と
し
て
の
心
構
え
な
ど
を
学

ぶ
全
６
回
の
教
室
（
そ
の
ほ
か
実
習
２

回
あ
り
・
先
着
　
名
）を
開
催
し
ま
す
。

30

【
申
込
み
・
問
合
せ
】
申
込
み
は
９
月

　
日
障
か
ら
電
話
か
直
接
保
健
セ
ン
タ

24ー
☎
７
１
２
５
 
１
１
８
８
へ

―

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
研
修
の
受
講
者

　
年
度

22平
　
成



２８４
健康ひと口メモ

医師会から

＊
目
に
つ
く
場
所
に
貼
っ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

保 健 セ ン タ ー・☎７１２５－１１８８
関宿保健センター・☎７１９８－５０１１
野田健康福祉センター・☎７１２４－８１５５

胸急病センター・☎７１２５－１１８８
怯夜間急病診療（内科・小児科）…１９時～２２時
怯休日急患歯科診療…９時～正午

が
弱
ま
り
、
食
欲
も
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
予
防
方
法
の
一
つ
目
は
、冷
房
を
調
整
し
て
、外
気

温
と
の
差
を
５
度
以
内
に
す
る
こ
と
。高
湿
度
で
は
汗

が
乾
燥
せ
ず
、体
温
調
整
が
困
難
に
な
る
た
め
、湿
度

を
　
～
　
パ
ー
セ
ン
ト
に
保
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

40

50

　
二
つ
目
は
水
分
補
給
で
す
が
、水
分
の
吸
収
が
早
く
、

塩
分
も
含
ま
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
飲
料
が
お
勧
め
で
す
。

　
三
つ
目
は
、
食
事
の
工
夫
で
す
。
脂
肪
や
タ
ン
パ

ク
質
の
代
謝
に
働
く
ビ
タ
ミ
ン
B
群
を
摂
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　
四
つ
目
は
、十
分
な
睡
眠
で
す
。「
メ
ラ
ト
ニ
ン
」は

眠
気
や
睡
眠
を
促
す
ホ
ル
モ
ン
で
、
朝
日
を
浴
び
て

か
ら
約
　
分
後
に
多
く
分
泌
さ
れ
ま
す
。（
A
・
M
）

15

夏
バ
テ
対
策

　
季
節
は
秋
に
変
わ
っ
て
行
き
ま
す
が
、
夏
の
疲
れ

が
残
っ
て
い
る
方
も
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
夏
バ
テ
と
は
、夏
の
暑
さ
に
よ
り
現
れ
る
様
々
な
症

状
の
こ
と
で
、「
夏
に
疲
れ
果
て
る
」が
語
源
と
い
わ
れ

て
お
り
、「
全
身
の
疲
労
感
」、「
無
気
力
」、「
イ
ラ
イ
ラ
」、

「
熱
っ
ぽ
い
」、「
め
ま
い
・
ふ
ら
つ
き
」、「
思
考
力
低
下
」、

「
食
欲
不
振
」、「
下
痢
・
便
秘
」な
ど
が
主
な
症
状
で
、頭

痛
や
発
熱
を
伴
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
暑
さ
や
冷
房
に
よ
る
温
度
差
な
ど
の
外
的
要
因
で
、

自
立
神
経
が
不
調
に
な
る
と
、
体
温
や
水
分
が
う
ま

く
調
整
で
き
な
く
な
る
だ
け
で
な
く
、
胃
腸
の
動
き

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
で
生
活
習
慣
病
予
防

　「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
予
防
の
た
め
の
ウ
オ

ー
キ
ン
グ
」
を
内
容
と
し
て
、
健
康
運
動
指
導
士
の
中

嶋
佳
子
さ
ん
を
講
師
に
、
講
話
や
実
技
の
教
室
を
９
月

　
日
鐘
　
時
～
　
時
　
分
、
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

30

14

15

30

ー
で
開
催
し
ま
す
。
先
着
　
人
で
、
申
込
み
は
事
前
に

100

電
話
か
直
接
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

肝
臓
病
早
期
発
見
の
た
め
の
講
演
会

　
「
聞
い
て
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
、
沈
黙
の
臓
器

『
肝
臓
』
の
こ
と
」
と
題
し
た
医
師
に
よ
る
講
演
を
、

　
月
６
日
鍾
　
時
　
分
～
　
時
　
分
、保
健
セ
ン
タ
ー

10

13

30

15

30

で
開
催
し
ま
す
。申
込
み
は
事
前
に
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

　
　
月
１
日
障
～
平
成
　
年
１
月
　
日
醤
に
、高
齢

10

22

31

者
を
対
象
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
市
内
指

定
医
療
機
関（
予
約
制
・
休
診
日
除
く
）で
実
施
し
ま
す
。

 
０
０
０
３
野
田
市
鶴
奉
７
 
４
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

※
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
参
加
者
先

着
千
人
と「
え
だ
ま
め
体
操
」参
加
者
先
着
　
人
に
、ま

30

た
、関
宿
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
来
場
者
先
着
　
人
と「
え

300

だ
ま
め
体
操
」参
加
者
先
着
　
人
に
記
念
品
を
用
意
。

30

－

－

　
月
　
日（
保
　
　
健

セ
ン
タ
ー

 

）と
　
月
８
日（
関
宿
保
健

セ
ン
タ
ー

 

）は

10

２５

11

　
　
    健
康
づ
く
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
対
象
者
は
、
接
種
日
に
満
　
歳
以
上
の
方
と
、
満

65

　
歳
以
上
　
歳
未
満
の
方
で
心
臓
、
じ
ん
臓
か
呼
吸

60

65

器
の
機
能
に
障
害
が
あ
る
な
ど
、
一
定
の
要
件
を
満

た
す
方
で
す
。

　
費
用
　
円（
　
円
で
接
種
で
き
る
の
は
１
回
）と
保

500

500

険
証
が
必
要
で
、
原
則
、
主
治
医
の
も
と
で
行
っ
て

く
だ
さ
い
（
市
外
の
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ
を
）。

※
生
活
保
護
受
給
者
や
世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課
税

の
方
は
無
料
で
す
が
、
事
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

※
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ご
相
談
は
次
の
窓
口
へ

◆
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
相
談
窓
口（
千
葉
県
）…
☎

　（
　
）４
４
１
１
、思
　（
　
）５
９
５
０
、受
付
時
間

０４３
２２３

０４３
２２１

は
６
時
～
　
時（
土
・
日
・
□祝 
を
含
む
）

22

◆
野
田
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー（
野
田
保
健
所
）…
☎
７

１
２
４
 
８
１
５
５
、
思
７
１
２
４
 
２
８
７
８
、

受
付
時
間
は
９
時
～
　
時
（
平
日
の
月
～
金
）

17

【
問
合
せ
】保
健
セ
ン
タ
ー
、関
宿
保
健
セ
ン
タ
ー
、健
康

づ
く
り
講
演
会
の
こ
と
は
保
健
セ
ン
タ
ー
、国
保
年
金
課

－

－

　
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
に
役
立
て
て
も
ら
お
う
と
、

健
康
や
食
に
関
す
る
コ
ー
ナ
ー
、
人
形
劇
な
ど
、
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
「
健
康

づ
く
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
　
月
　
日
醤
は
保
健
セ

10

25

ン
タ
ー
、　
月
８
日
醤
は
関
宿
保
健
セ
ン
タ
ー
で
、
い

11

ず
れ
も
　
時
～
　
時
　
分
に
開
催
し
ま
す
。

10

14

30

　
ま
た
、
今
年
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の

「
感
染
症
の
予
防
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
展
示
も
行
い

ま
す
の
で
、当
日
は
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◎
女
性
を
対
象
に
骨
密
度
測
定
も

　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、当
日
　
時
～
　
時
、市
民
で

10

14

　
歳
以
上
の
女
性
　
人（
過
去
２
年
間
に
測
定
し
た
方

20

100

を
除
く
・
抽
選
）を
対
象
に
、骨
密
度
を
測
定
し
ま
す
。

　
希
望
者
は
　
月
９
日
鞘
消
印
有
効
で
、往
復
は
が
き

10

（
１
人
１
枚
、住
所
、氏
名
、年
齢
、☎
を
明
記
）で
〒
　278

健康と家族の大切さをテーマ健康と家族の大切さをテーマにに

健
康
づ
く
り
講
演
会

　
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
の
参
考
に
し
て
も
ら
お
う

と
、
医
学
博
士
で
ジ
ャ
ガ
ー
横
田
さ
ん
の
夫
で
も
あ

る
木
下
 博
  勝
 さ
ん
に
よ
る

ひ
ろ
 か
つ

講
演
を
、　
月
３
日
上
　

10

13

時
　
分
～
　
時
　
分
、
欅

30

15

20

の
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
す

（
先
着
　
人
、
当
日
会
場

300

へ
、
手
話
通
訳
あ
り
）。



◎休日当番医の診療時間は、外科・産婦人科＝９時～２２時（１６時～１９時除く）、内科＝９時～１６時（１９時～２２時は急病センター）です。
　休日当番医は変更することもあります。受診の際にはテレホンガイド（☎７１２４-７２７２：コード番号６１０１）、
　または野田市ホームページ（http：//www.city.noda.chiba.jp/kurashi/０４-０１-０１.html）で確認を

＊
目
に
つ
く
場
所
に
貼
っ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い

◯外 
＝
外
科
　
◯内 
＝
内
科
　
◯産 
＝
産
婦
人
科

中毒
１１０番

煙（財）日本中毒情報センター（化学物質、医薬品、動植物の毒などで
起こる急性中毒の応急処置の情報を提供）…大阪中毒１１０番（３６５
日２４時間）＝☎０７２（７２７）２４９９／つくば中毒１１０番（３６５日９時～２１
時）＝☎０２９（８５２）９９９９
煙日高病院中毒情報センター（９時～１９時）＝☎０２７（３６２）６２０１

◎
野
田
断
酒
新
生
会
酒
害
相
談
…
市
民
会
館
＝
毎
月
第
１
・
３
・
４
土
曜
日
／
　
時
　
分
～
　
時
　
分

１８

３０

２０

３０

／
関
宿
南
部
公
民
館
＝
毎
月
第
１
日
曜
日
／
　
時
～
　
時
　
分
／
榎
本
政
幸
☎
７
１
２
５
―
３
０
５
０

１３

１５

３０

◎
た
ば
こ
の
誤
飲
等
専
用
電
話
…
　
日
・
　
時
間
対
応
／

３６５

２４

テ
ー
プ
に
よ
る
情
報
提
供
／
☎
　（
　
）９
９
２
２（
無
料
）

０７２

７２６

◎
こ
ど
も
急
病
電
話
相
談
…
毎
日
夜
間
対
応
／
　
時
～
　
時
／

19

22

☎
♯
８
０
０
０
（
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
か
ら
は
　
（
　
）
9
9
3
9

043

242

野田健康福祉センター
（野田保健所）の健康に
関する案内
※１　療育相談は整形外科的心配の

ある１８歳未満の方が対象です。
※２　ＨＩＶ抗体検査は、クラミジ

ア、梅毒、Ｂ型・Ｃ型肝炎の
検査も同時に検査できます。

保健センターの健康に関する案内と休日当番医
各地区健康相談乳がん検診栄養・歯科乳幼児健診

両 親 学 級予防接種

　
月
１０

受付：９時３０分
　　　～１１時３０分
会場：下記会場

【３０歳代視触診】
受付：１３時１５分～１４時
会場：下記会場
【４０歳代マンモグラフィ】
受付：９時～１０時３０分
　　　１３時～１４時３０分
会場：下記会場

（歯科の受付時間）
受付：１０時～１１時
　　　１３時～１４時
会場：下記会場

（健診は個人通知）
三歳児健康診査は、３
歳６か月で通知
両親学級の申し込みは
電話で
会場：下記会場

受付：ＢＣＧ予防接種のみ
＝１３時１５分～１３時３０分
ポリオ＝１３時１５分～１４時１５分
会場：下記会場
麻しん風しん混合・ジフテ
リア百日せき破傷風・ジフ
テリア破傷風・日本脳炎
は、各医療機関で実施中

精神障害回復者グループ小枝の会１０時～
正午（予約制）七光台会館木１

４０歳代マンモグラフィ
（保健センター・予約制）金２

土３
◯外 ＝キッコーマン総合病院（緯７１２３－５９１１）／◯内 ＝尾崎台クリニック（緯７１２７－６６７７）／◯産 ＝杉崎クリニック（緯７１２５－１０７０）日４

両親学級Ⅱ・同窓会
（保健センター）ポリオ（保健センター）月５

精神保健福祉相談１４時～１６時（予約制）４０歳代マンモグラフィ
（関宿保健センター・予約制）

１歳６か月児健康診査
（保健センター）火６

ＨＩＶ抗体検査１３時３０分～１４時３０分、１７時３０分
～１８時３０分（予約制・匿名・無料）※２

３か月児健康診査・BCG予防接種
（保健センター）水７

低体重児健康相談１３時～１３時４５分保健センター２歳３か月児歯科相談
（保健センター）木８
２歳３か月児歯科相談
（保健センター）ポリオ（保健センター）金９

土１０
◯外 ＝梅郷整形外科クリニック（緯７１２５－２０１１）／◯内 ＝野田病院（緯７１２７－３２００）／◯産 ＝川間太田産婦人科医院（緯７１２７－１１３５）日１１
◯外 ＝門倉医院（緯７１２４－５３１１）／◯内 ＝あらい内科クリニック（緯７１２２－５７２３）／◯産 ＝小張総合病院（緯７１２４－６６６６）月１２

女性のための健康相談１３時１５分～１６時
（予約制）関宿保健センター３０歳代視触診

（保健センター）
栄養相談会
（保健センター）

三歳児健康診査
（保健センター）火１３

精神保健福祉相談１４時～１６時（予約制）３０歳代視触診
（保健センター）

三歳児健康診査
（保健センター）水１４

精神障害回復者グループ小枝の会１０時
～正午（予約制）谷吉会館３０歳代視触診

（保健センター）
２歳３か月児歯科相談
離乳食講習会（保健センター）木１５

40歳代マンモグラフィ
（保健センター・予約制）

２歳３か月児歯科相談
（保健センター）金１６

土１７
◯外 ＝山崎外科内科（緯７１２２－２３５９）／◯内 ＝山縣医院（緯７１２５－３７４１）／◯産 ＝アイレディースクリニック（緯７１３７－７６６１）日１８

40歳代マンモグラフィ
（保健センター・予約制）月１９
40歳代マンモグラフィ
（保健センター・予約制）

２歳３か月児歯科相談
（関宿保健センター）火２０

精神保健福祉相談１４時～１６時（予約制）３０歳代視触診
（関宿保健センター）

３か月児健康診査・ＢＣＧ予防接種（保健センター）
１歳６か月児健康診査（関宿保健センター）水２１

療育相談１３時～１３時１５分※１島会館木２２
ポリオ
（関宿保健センター）金２３

土２４
◯外 ＝西村クリニック（緯７１２３－００５０）／◯内 ＝梅郷痛みと内科のクリニック（緯７１２６－１９００）／◯産 ＝遠藤産婦人科医院（緯７１２４－７８６０）日２５

40歳代マンモグラフィ
（関宿保健センター・予約制）月２６

精神保健福祉相談１４時～１６時（予約制）火２７
１歳６か月児健康診査
（保健センター）水２８

40歳代マンモグラフィ
（保健センター・予約制）

３か月児健康診査・BCG予防接種
（関宿保健センター）木２９

三歳児健康診査
（関宿保健センター）金３０

土３１


